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■市民活動補助事業一覧

　栃木県指定史跡である児山城址について、その景観を保全するととも
に、各種イベントを通して同城址の情報を市内外に発信することによ
り、地域資源としての価値を高め保存に繋げていく。

　転入者が多い仁良川地区において、健康づくりと世代間交流により住
みよい地域をつくるため、子どもたちと高齢者との軽スポーツ交流を定
期的に開催する。また、事業の効果を上げるため、地域育成会と連携を
とり定着を図る。

　音頭の踊りを収録したＤＶＤを作成し、昨年度作成した音頭のＣＤも
活用しながら、同音頭のグリーンタウン地域への普及浸透を進める。エ
コライフ祭りで小中学生に音頭の踊りを披露してもらうなど、郷土への
愛着心を高める活動も進める。また、市内保育園・幼稚園・小学校等へ
の普及促進に努める。（エコライフまつり：７月29日（土）開催予定）

　市内７つの幼稚園・認定こども園が連携協力し、乳幼児から小学3年
生までの子どもをもつ若い世代の親子向けに、おりがみ、クイズ、カル
タを通し地域資源など市の魅力を発信するイベントを開催。また、園長
による子育て相談コーナーを設置し、若い世代の子育てをサポートす
る。（８月26日（土）国分寺公民館にて開催予定）

　前年度は古民家を核として、世代、障がいの有無、業種などの垣根を
超えたネットワークができた。今年度はこれらワークショップ等を集約
した形で文化祭を開催し、人の輪の拡大と社会課題を考えるきっかけづ
くりに繋げていく。

　地域の活性化、地域住民の世代を超えた幅広い交流、地域商業の認知
向上を目指し、地域住民による地域住民のためのイベント「（仮称）し
もつけマーケット」を開催する。市内を中心とした商店、アーティス
ト、農作物生産者等の出店協力によって、物販、ワークショップ、展
示、発表等を実施する。（８月、12月開催予定）

　まつりを通し、地域住民のふれあいの場を創出するとともに、地域な
らではの魅力を市内外に発信する。市内若手農家による地場野菜の販
売、風情のある軽音楽、子供向けのワークショップ、雑貨屋や飲食店の
出店などにより地域の魅力を発信し、郷土愛の醸成と地域活性化を図
る。（10月28日（土）吉田農協跡地で開催予定）

　近接市において活動する混声合唱団を本市に招聘し、合唱の集いを開
催。他市との交流を深めるとともに、質の高い合唱文化に接する機会を
市民に提供し、地域資源などの発信により、広域連携の進展に資する。
（平成30年１月から３月の間の日曜日に１回開催）

　ウォークラリーを通して、健康づくりの啓発、歴史・文化の魅力発
信、市ブランド品のＰＲを進める。市内外に周知を図り参加者を募集。
（５月14日盛況のうちに終了）

　独身男女に出会いの場を提供し、結婚後の下野市への定住促進を図
る。また、恒例事業としての定着を目指す。募集定員は男性25名（市内
限定）、女性25名。（６月18日にグリムの館にて実施済）

児山城址のＰＲと
保存活動事業

（児山城址守り隊）

仁良川ふれあい強化事業
（仁良川レクレーション広場をつくる会）

しあわせのえんむすび音頭
普及事業

（エコライフまつり実行委員会）

下野市親子
フェスティバル事業
（下野市幼稚園連合会）

つばきやワークショップ事業
（チーム　ブリッジ）

しもつけマーケット事業
（シモティ）

吉田村まつり事業
（吉田村まつり実行委員会）

ゆうがお混声合唱の集い
（下野混声合唱団）

下野市歴史探訪健康
ウォークラリー事業

（栃木県シルバー大学校同窓会石橋支部）

婚活イベント事業
（石橋ライオンズクラブ）

２年目

２年目

３年目

３年目

２年目

４年目

３年目

新規

３年目

３年目

歴史

地域・子育て

7月29日（土）

8月26日（土）

8月26日（土）・27日（日）

8月27日（日）・12月3日（日）

10月28日（土）

1月～3月ごろ

歴史

出会い
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